
学校番号 3018

令和３年度　 理数科

科目 単位数 （　4  ）単位 年次 （　3　）年次

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

２　学習の到達目標

３　学習評価(評価規準と評価方法)

理数数学特論教科

使用教科書

副教材等

理数

数学Ⅲ Advanced（東京書籍）

改訂版　サクシード　数学Ⅲ （数研出版），　NEW ACTION LEGEND 数学Ⅲ (東京書籍)
ニューグローバル　数学III (東京書籍)

a:関心・意欲・態度

・学習状況の観察
・課題の提出状況と内容
・小テスト・宿題テストの取り組
み等

c:技能

微分法及び積分法についての理解を深め，知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し表現する能力を伸ばすとともに，それらを積極的に
活用する態度を養う。また、数学Ⅲの全分野の問題演習を通じて解答を論理的に説明・記述する能力を育てる。

・理数数学特論は「理数数学特論α（４単位）」と「理数数学特論β（２単位）」に分かれています。このシラバスは理数数学特論α（数学Ⅲあり）についてのもので
す。
・数学Ⅲの教科書を夏までに終了する予定であり、夏を過ぎると演習に入ります。それまでにマスターした基本事項を生かせるかがポイントになります。
・数学にはいろいろな公式があります。その使い方だけではなく、その公式を導けるようにすることにより公式の意味を理解することも大切にしてください。
・ 復習を大切にしてください。授業でなるべく多くの問題演習に取り組むことで、必要な計算力を養うとともに数学的な見方やものの考え方を身に付け、より高度
な問題に対応できる力を身に付けてほしいと思います。授業で理解できなかった事項や解けなかった問題をそのままにせず、必ず解決してから、次の授業に臨
むようにしてください。
・毎回の授業や単元の終わりには副教材を利用した課題が出るので、必ず自分で解いてください。その際、途中式や考えを書くようにし、ただの○×つけに終
わらないようにしてください。
・定期的に確認テストを実施するので、自分の理解度を確認してください。一定の基準に達しなかった場合は再テストの対象となります。
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b:思考・判断・表現 d:知識・理解

・数学的な見方や考え方を生かし
問題を解決したり判断することがで
きる。
・数学的な課題を既習事項や公
理・定義等を基にして明確に表現
することができる。

定期考査の結果

・数理的に考察し処理することのよ
さや既習事項などを体系的に整理
し活用できる。
・数学的知識の意味を考え、それ
をいろいろな問題に応用できる。

定期考査の結果

・数学的な見方や考え方のよさを
認識することできる。
・自らの知識をより一般化し、数
学的な本質を理解しようとする。

・確認テスト等の結果
・確認テスト等の取り組み

・多面的にものを見たり，いろ
いろな理論に触れたり，試行錯
誤をしながら考えたりして，数
学的な見方や考え方のよさを
主体的に学ぼうとする。
・身近な事象にも，積極的に数
学を活用しようとする。

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。



４　学習の活動

a b c d

接線・法線の方程式 ○ ○ ○ ○

平均値の定理 ○ ○ ○

関数の増減 ○ ○ ○

関数の極大・極小 ○ ○ ○

第２次導関数とグラフ ○ ○ ○ ○

最大・最小 ○

方程式・不等式への応用 ○

速度・加速度 ○ ○ ○ ○

近似式 ○ ○ ○

不定積分とその基本公式 ○ ○ ○

置換積分法と部分積分
法

○ ○ ○ ○

いろいろな関数の不定積
分

○ ○

定積分 ○ ○

定積分の置換積分法 ○ ○ ○

定積分の部分積分法 ○ ○ ○

定積分で表された関数 ○ ○ ○

定積分と区分求積法 ○ ○ ○ ○

定積分と不等式 ○ ○

面積 ○ ○ ○ ○

体積 ○ ○ ○ ○

曲線の長さと道のり ○ ○ ○ ○

平
面
上
の
曲
線

２次曲線
媒介変数表示と極座標

複
素
数
平
面

複素数と極形式
ド・モアブルの定理

学習状況
課題
小テスト等の取り組み
確認テスト
定期考査

学習状況
課題
小テスト等の取り組み
確認テスト
定期考査

a:微分法に関心をもつとともに，それらの
有用性を認識し，事象の考察に活用しよ
うとしている。

b:微分法を用いて事象を考察し表現した
り，その過程を振り返ったりすることなどを
通して，微分法の図形的な意味や考え方
を身につけている。

c:微分法を用いてグラフの概形や接線を
把握したり不等式の証明に利用する等の
技能を身につけている。

d:微分法に関する基本的な概念を理解
し，知識を身につけている。

学習状況
課題
小テスト等の取り組み
確認テスト
定期考査

前
　
期
　
第
 

二
 

中
　
間

a:積分法に関心をもつとともに，それらの
有用性を認識し，事象の考察に活用しよ
うとしている。

b:積分法を用いて事象を考察し表現した
り，その過程を振り返ったりすることなどを
通して，積分法に関する見方や考え方を
身につけている。

c:積分法を用いて事象を表現・処理する
技能を身につけている。

d:積分法に関する基本的な性質を理解
し，知識を身につけている。

不
定
積
分

定
積
分

積
分
と
そ
の
応
用

学習内容
単
元
名

前
　
期
　
第
 

一
 

中
　
間

微
分
の
応
用

接
線
，
関
数
の
増
減

微
分
の
い
ろ
い
ろ
な
応
用

単元（題材）の評価規準
主な評価の観点学

期
内
容

評価方法

前
　
期
　
期
　
末

a:積分法や平面上の曲線・複素数平面に
関心をもつとともに，それらの有用性を認
識し，事象の考察に活用しようとしてい
る。

b:積分法や平面上の曲線・複素数平面を
用いて事象を考察し表現したり，その過
程を振り返ったりすることなどを通して，積
分法や平面上の曲線・複素数平面に関
する見方や考え方を身につけている。

c:積分法や平面上の曲線・複素数平面を
用いて事象を表現・処理する技能を身に
つけている。

d:積分法や平面上の曲線・複素数平面
に関する汎用的な性質を理解し，知識を
身につけている。

面
積
・
体
積
・
長
さ

○ ○ ○ ○

問
題
演
習



複
素
数
平
面

複素数と図形

関
数
と
極
限

いろいろな関数
数列の極限
無限級数
関数の極限と連続性

微
分
と
そ
の
応
用

導関数・接線
平均値の定理
平均値の定理と関数の増
減・極値
関数の最大・最小とグラ
フの凹凸・変曲点
方程式・不等式への応用
近似式と速度・加速度・
変化率

後
　
期
　
期
　
末

積
分
と
そ
の
応
用

不定積分の基本
定積分
定積分の置換積分法
定積分の部分積分法
区分求積法
積分と不等式
面積
体積
種々の量の計算
微分方程式

○ ○ ○ ○

※　表中の観点について　 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現

c:技能 d:知識・理解

学習状況
課題
小テスト等の取り組み
定期考査

a:積分法の応用に関心をもつとともに，そ
れらの有用性を認識し，事象の考察に活
用しようとしている。

b:積分法の応用を用いて事象を考察し表
現したり，その過程を振り返ったりすること
などを通して，積分法の応用方法に関す
る見方や考え方を身につけている。

c:積分法を用いて事象を表現・処理する
技能を身につけている。

d:積分法に関する汎用的な性質を理解
し，知識を身につけている。

学習状況
課題
小テスト等の取り組み
定期考査

後
　
期
　
中
　
間

a:複素数平面・極限・微分法に関心をも
つとともに，それらの有用性を認識し，事
象の考察に活用しようとしている。

b:複素数平面・極限・微分法を用いて事
象を考察し表現したり，その過程を振り
返ったりすることなどを通して，複素数平
面・極限・微分法に関する見方や考え方
を身につけている。

c:複素数平面・極限・微分法を用いて事
象を表現・処理する技能を身につけてい
る。

d:複素数平面・極限・微分法に関する汎
用的な性質を理解し，知識を身につけて
いる。

○ ○ ○ ○

問
題
演
習


